背の ヒ ヨロ 高い 巡査、 三 里 許りの 停車場 所在地に 開業 

して ゐる古 洋服の &師、 赤 焦け た黒糯 子の 袋 袴 を 穿い 

た 役場の 助役、 消毒器 具を携 へた 二人の 使丁、 この 

にんず や 

人数 は、 今日 も 亦 家 毎に 強行 診断 を 行って 歩いた。 空 

は、 仰げば 目 も 眩む 程 無 際限に 澄み切って、 塵 一片 飛 

たま そと ど 

ばぬ 日和で あるが、 稀に 室外 を 歩いて る もの は、 何れ 

も 何れも 申合せた 様に、 心配 気な、 浮ばない 顔色 をし 

あしおと ぬす そ こ こ こ 

て、 跫音を 偸んで る 様 だ。 其 家に も、 此家 にも、 怖し 

つらが まへ ひゃくし やう 

気な 面 構 をした 農 夫 や、 アイヌ 系統に よく ある、 鼻 

の 低い、 眼の 濁った、 青 脹れた 女な どが 門口に 出て、 

落着の 無い 不格好な 腰 付 をして、 往還の 上下 を 眺めて 



ゐ るが、 一人と して 長く 立って る もの は 無い。 小 供 等 

ときたま 

さへ 高い 声 も 立てない。 時偶、 胸に 錐で も 刺された 様 

あかご なき ご *J 

な 赤 児の 悲鳴で も 聞え ると、 隣近所で は 妙に 顔 を 顰め 

さま しほび き 

る。 素 知らぬ 態 をして るの は、 干からびた 塩 鱒の 頭 を 

引 擦って 行く 地 種の 痩 犬、 百年 も 千年 も 眠って ゐた様 

な 張 合の ない 顔 をして、 日向で 眩 呻 をして ゐる 真黒な 

まんなか つる 

猫、 往還の 中央で 媾ん でゐる 鶏く らゐな もの。 村 中 湿 

リか へって、 巡査の 沓 音と 佩剣の 響が、 日 一日、 人々 

の 心に 言 ひ 難き 不安 を 伝へ た。 

に ほひ そこびえ 

鼻 を 刺す 石炭酸の 臭気が、 何処と なく 底 冷の する 空 

気に 混じて、 家々 の 軒下に は 夥 しく 石灰が 撒き かけ 



約 四 分の 一 が 一 秋の 中に 死んだ。 尤も、 年々 何の 村で 

も 一人 や 二人、 五 人 六 人の 患者の 無い 年 はない が、 巧 

げんの しょうこ 

に 隠蔽して 置いて ※牛 児 〔# 「特 のへん + 尨」、 298- 下 ^〕 

の 煎薬で も 服 ませる と、 何時しか 癒って、 格別 伝染 も 

しない。 それが、 万一 医師に かゝ つて 隔離 病舎に 収容 

され、 巡査が 家 毎に 怒鳴って 歩く となると、 噂の 拡る 

と共に 疫が 忽ち 村 中に 流行して 来る —— と、 実際 村の 

きら 

人 は 思って るので、 疫其 者よりも 巡査の 方が 忌 はれる。 

みっか うち 

初発 患者が 発見って から、 二月 足らずの 間に、 隔離 病 

ひと つや 

舎 は 狭隘 を 告げて、 更に 一 軒 山 蔭の 孤 家 を 借り上げ、 

す 力た 

それ も 満員と いふ 形勢で、 総人口 四百 内外の 中、 初発 



た、 廃郷 かの 様に※ 乎 〔# 「門 〈嗅の つくり」、 299- 上^ 

として ゐる。 今日は 誰々 が 顔色が 悪かった と、 何れ 

そんな ひとびと ゆきき 

其麼 事の みが 住民の 心に 徂徠 してる ので あらう。 

だんまり かんがへ 

其 重苦しい 沈黙の 中に、 何 か 怖し い 思慮が 不意 に 閃 

く 様に、 北の トツ 端 の 倒り かかった 家から、 時々 パッ 

と 火花が 往還に 散る。 それ は 鍛冶屋で、 トンカン、 ト 

力なし き かた 

ン カンと 鉄砧を 撃つ 鰹い 響が、 地の 底まで 徹る 様に、 

村の 中程まで 聞え た。 

其 隣が お 由と 呼ばれた 寡婦の 家、 入口の 戸 は 鎖され 

すす 

たが、 店の 煤び 果てた 二 枚の 障子 —— その 処々 に、 

朱筆で 直した 痕の 見える 平仮名の 清書が 横に 逆様に 貼 



の 一 粒 種、 甘やかされて 育った 故 か、 体も孱 弱く、 気 

ぐ づ なまけ 

も 因循で、 学校に 入っても、 励む でもな く、 怠る でも 

なく、 十五の 春に なって 高等科 を卒 へたが、 別段 自ら 

進んで 上の 学校に 行かう ともしなかった。 それなりに 

十八の 歳に なって、 村の 役場に 見習の 格で 雇 書記に 入 

あらし 

つたが、 恰度 その 頃、 暴風の 様な 勢で 以て、 天理教が 

付近 一 帯の 村々 に 入 込んで 来た。 

或晚、 気弱 者のお 安が I 生に なく 真剣に なって、 天 

理教の 有難い 事 を 父 作 松に 説いた こと を、 松 太 郎は今 

でも 記憶して ゐる。 新しい と 名の 付く もの は 何でも 嫌 

おまけ しみつ たれ 

ひな 旧弊 家の、 剰に 名高い 吝嗇家だった 作 松 は、 仲々 



それに 応じなかった が、 一月 許り 経つ と、 打って 変つ 

あ しう しょうぎ 

た 熱心な 信者に な つて、 朝夕 仏壇の 前で 誦 げた 修証義 

が、 「あしき を攘 うて 救け たまへ ご の 御神楽 歌と 代り、 

大和の国の 総 本部に 参詣して 来てから は、 自ら 思 立つ 

も ち ちす つか リ 

て か、 唆 かされて か、 家屋敷 所有地 全体 売 払って、 ェ 

ぎぜん 

事 費 総額 二 千 九 百 何十 円と いふ、 巍然 たる 大会 堂 を、 

まんなか お か 

村の 中央の 小高い 丘陵の 上に 建てた。 神道 天理教 会 〇 

〇 支部と いふの がそれ で。 

その為に、 松 太郎は 両親と 共に 着の み 着の 儘に なつ 

て、 其 会堂の 中に 布 教師と 共に 住む 事に なった。 (役 

や はじめ 

場の 方 は 四 ヶ月 許りで 罷 めて 了った。) 最初、 朝晩の 礼 



翌朝 目を覚ました 時 は、 合宿 を 頼まれた 二人 —— 六 

十 位の、 頭の 禿げた、 鼻の 赤い、 不安な 眼 付 をした 

おや ぢ たびづかれ せゐ 

老爺と 其 娘 だとい ふ 二十 四 五の、 旅 疲労の 故 か 張 合の 

ない 淋しい 顔の、 其 癖 何処か 小意気に 見える 女。 (何 

処 から 来て 何処へ 行く のか 知らないが、 路銀の 補助に 

売って 歩く とい ふ 安 筆 を、 松 太郎も 勧められて 一本 買 

も きたな へや 

つた。) —— その 二人 は既ぅ 発って 了って、 穢ぃ 室の、 

つぎ かや すみつ 

補 布 だらけな 五六の 蚊帳の 隅 こに、 脚 を 一 本 蚊帳の 

外に 投 出して、 仰け に 臥て ゐた。 と、 渠は、 前夜 同じ 

蚊帳に 寝た 女の 寝息 や 寝返りの 気勢に 酷く 弱い 頭脳 を 

悩まされて、 夜更 まで 寝付かれなかった 事 も 忘れて、 



ちのみご かか あ 

す？』 と、 乳児 を 抱いて 来た 擤が 訊いた。 

『左様 さ。』 と 松 太郎は 額の 汗 を 手拭で 拭いて、 『お 

み き 

美 支 様が 恰度 十四 歳に 成られた 時に な、 庄屋 敷 村のお 

う ち さんまいだ むら おこしい り おこしい リ 

生家から 三昧 田 村の 中 山家へ 御 入 輿 〔# 「御 入 輿」 は マ 

マ〕 に 成った。 有難い お 話で な。 その 時お 持に なった 

色々 の 調度、 箪笥、 長 持、 総てで 以て 十四 荷 —— 一荷 

ひと かつ つま リ ひら 

は 一 担ぎで、 畢竟 平たく 言へば 十四 担ぎ 有った と 申す 

とんだ 

事ぢ や。』 『ハ ハァ、 有難い 事 だな ッ す。』 と、 意外と こ 

ろに 感心して、 『ナントお 前 様、 此 地方で は ハァ、 今の 

かか あさま たった みさを うんに や みんな 

村長 様の 擤様 でせ え、 簞笥が 唯 三竿 —— 、 否 全体 

で 三竿で その 中の 一竿 は ハァ、 古い 長 持 だつ けがな ッ 



ない とか、 天理 王の 命 も魚籃 観音の 様に、 仮に 人間の 

形に 現れて 蒼生 を 済度す る 事が あるかと か、 概して 教 

理 に関する 問題 を、 鹿爪らしい 顔 をして 訊く ので あつ 

たが、 松 太 郎の煮 切らぬ 答弁に も 多少 得る 所があった 

かして、 

『然 うする とな、 先生、 (と、 此 時から 松 太 郎を恁 う 呼 

よ っぽと 

ぶ 事に した、) 俺に も 余程 天理教の 有難え 事が 解って 

来た 様 だな。 耶蘇 は 西洋、 仏様 は 天竺、 皆 渡来 物 だが、 

天理 様 は 日本で 出来た 神様 だな ッ す？』 

『左様 さ。 兎角 自国の もんで ない と 悪いで な。 加 之 何 

くにと こたち のみこと くにの さづ ちの みこと とよく むぬ のみこと 

なの ぢゃ、 それ、 国 常 立 尊、 国狭槌 尊、 豊斟淳 尊、 



お ほと まべ のみこと おもだる のみこと かしこね のみこと いざな ぎの みこと いざなみ のみこと 

大苫辺 尊、 面 足 尊、 惶根 尊、 伊穽諾 尊、 伊 弊 冊 尊、 

お ほひる めの みこと つきよみ のみこと と はしら 

それから 大日 霊 尊、 月夜 見 尊、 この 十 柱の 神様 はな、 

何れも 皆 立派な 美徳 を 具 へ た 神様 達ぢ やが、 わが 天理 

王の 命と 申す は、 何と 有難い 事で な、 この 十 柱の 神様 

の 美徳 を悉比 i 具 へ て 御座る。 』 

めえ さま 

『成程。 それで 何 かな、 先生、 お前 様 は 一 人で も此村 

に 信者が 出来る と 、 何処 へ も 行かね えて 言 つ た けが 、 

ほんと とんだ 

真箇 かな？ それ 聞かね えと 意外 ブマ 見る だ。』 

『真箇と もさ。』 

『真箇 かな？』 

『真箇と もさ。』 



みたくな し お ほ をな ご それに 

ベえ が、 村 一番の 醜 婦の巨 女 だァ、 加 之 ハァ、 酒 を 

どんな て やまし くれい 

飲めば 一 升 も 飲む し、 甚麼男 も 手 余に する 位 の 

二ん 1+6 うま リ 

悪 酔 語 堀 だで。』 と、 嚇 かす 様に 言った が、 重兵衛 は、 

眼 を 円く して 驚く 松 太 郎の顔 を 見る と 俄かに 気 を 変へ 

て、 

をな ご 

『そだ どもな、 根が 正直者 だお の、 結句 気楽な 女せ え 

な あ 

南。』 

善 は 急げと、 其 日す ぐお 由の 家に 移転った。 重兵衛 

つ お づぉづ なまし ば 

の 後に 跟 いて 怖々 入って 来る 松 太郎を 見る と、 生柴を 

お ほろ をリ く いきな リ 

大炉に 折 燻べ てフ ゥフゥ 吹いて ゐ たお 由 は、 突然、 

めえ おら どこ け 

『お前が、 俺 許さ 泊めて 呉ろ づ な？』 と、 無遠慮に 叱 



そこ わき 

其 俥 は、 遂 この頃まで 其 家の 裏 井戸 の 側で 見 懸けら れ 

たもの だ。 旅籠 屋 であった 大きい 二階建の、 その 二階 

の 格子が、 折れたり 歪んだり、 昼で も 鼠が 其処に 遊ん 

でゐ る。 今では 三国 屋と いふ 木賃が 唯一 軒。 

松太郎 は、 其 麼事は 知らぬ。 血の気の 薄い、 張 合の 

き やみ たる まぶし 

無い、 気 病の 後の 様な 弛んだ 顔に 眩 い 午後の 日を受 

けて、 物 珍ら し 相に この 村を瞰 下して ゐ ると、 不図、 

うまれ むら おや ぢ 

生 村の 父親の 建てた 会堂の 丘から、 その 村 を 見渡し 

た 時の 心地が 胸に 浮んだ。 

取留 のない 空想が 一 図に 湧いた。 愚 さの 故で も あら 

,s ほ 

う、 汗ばんだ、 生き甲斐 のない 顔色が 少許 色ばん で、 



.P? お。 -れ 

鈍い 眼 も 輝いて 来た。 渠は、 自己 一人の 力で この 村 を 

教化し 尽 した 勝利の 暁の 今迄 遂ぞ 夢に だに 見なかった 

よろこび 

大 いなる 歓喜 を 心に 描き出した。 

あそこ き つ いただき 

「会堂が 那処に 建つ！」 と、 屹と西 山の 嶺 に 瞳を据 

桑る。 

「然 うだ、 那処に 建つ！」 恁ぅ 思った だけで、 松太郎 

まっしろ 

の 目に は、 その、 純白な、 絵に 見る 城の 様な、 数 知れ 

ぎぜん 

ぬ 窓の ある、 巍然 たる 大 殿堂が 鮮かに 浮んで 来た。 そ 

の 高い、 高い 天蓋の 尖端、 それに、 朝日が 最初の 光 を 

投げ、 夕日が 最後の 光 を 懸ける …… 。 

みしりごし 

渠は 又、 近所の 誰彼、 見知 越の 少年 共 を、 自分が 生 



村の 会堂で 育てられた 如く、 育てて、 教 へて …… と考 

あた リ おご そ 

へ て 来て、 周囲に 人 無き を 幸 ひ、 其 等に 対する 時の 厳 

かな 態度 をして 見た。 

そもそも 

『抑々 天理教と いふ もの はな I 』 

と、 自分の 教 へられた 支部 長の 声色 を 使って、 眼前の 

E 塊 を 睨んだ。 

わたくし さもし ひ と 

『すべて、 私 念と いふ 陋劣い 心が あれば こそ、 人間 は 

いろいろ あし たくらみ あしき わたくし 

種々 の 悪き 企画 を 起す もの ぢゃ。 罪悪の 源 は 私 念、 私 

い さもし 

念あって の此 世の 乱れ ぢゃ。 可い かな？ その 陋劣い 

心 を 人間の 胸から 攘ひ浄 めて、 富める も賤 きも、 真に 

四民 平等の 楽天 地 を 作る。 それが 此教の 第一 の 目的 ぢ 



ると、 屹度、 お 由が グデン グデン に 酔 払って、 対 手な 

し に 悪 言 を 吐き 乍ら 帰って来る。 

こんちき しゃう め うぬ なんし や こ こ きつねめ 

『何 だ 此 畜生 奴、 汝ァ 何故 此 家に 居る？ ゥン此 狐 奴、 

何 だ？ 寝ろ？ カラ 小癩 な！ 黙れ、 この 野郎。 黙 

ほ いど ど す 

れ 黙れ、 黙らね え か？ 此 畜生 奴、 乞食、 癩病、 天理 

坊主！ 早速と 出て 行け、 此 畜生 奴！』 

いきな リ こんな 

突然、 這 麼事を 口汚く 罵って、 お 由はド タリと 

あがりかまち 

上 框 の 板 敷に 倒れる。 

『マ ァ、 マ ァ。』 

ままはは あしら 

と 言った 調子で、 松太郎 は、 継母で も 遇 ふ 様に、 寝床 

の 中に 引 擦り込んで、 布団 を かけて やる。 渠は # 日し 



煎餅 を 買 つ て 御礼 に 来た。 後で 聞けば それ は 赤痢 だつ 

たとい ふ。 

とま リ がけ ばれう 

二百十日が 来る と、 馬の ある 家で は、 泊懸で 馬糧の 

やみつ 

萩 を 刈りに 山へ 行く。 その 若者が 一人、 山で 病 付いて 

来て 医師に かかる と、 赤痢 だと 言 ふので、 隔離 病舎に 

収容され た。 さらで だに、 岩手県の 山中に 数 ある 痩 村 

の 中で も、 珍しい 程の 貧乏 村、 今年 は 作が 思 はしくな 

いと 弱って ゐた 所へ、 この 出来事 は 村 中の 顔 を 曇らせ 

いま やま ひ 

た。 又 一人、 又 一人、 遂に 忌 はしき 疫が全 村に 蔓延し 

た。 恐し い 不安 は、 常で さへ i 女 を 信じ 狐 を 信ずる 

ひとびと あ ふ おそな へみ づ 

住民の 迷信 を S り 立てた。 御 洪水 は 酒屋の 酒の 康に需 



な あに さっき 

『何 有！』 とお 由 は 又 言った。 そして、 先刻から 三度 

目の 同じ^ 疏を、 同じ 様な 詰らな 相な 口調で 付加へ た、 

どぎ ぶんの め ぷ 

『晚 方に 庭の 台木 さ 打倒って 撲 つたつ けァ、 腰ァ 痛く 

てせ え。』 

『少し 揉んで 遣べ えが』 とお 申。 

な あに 

『何 有！』 

けだる 

『ワッハ ハ。』 懶ぃ笑 方 をして、 松 太 郎は顔 を 上げた。 

『ハツ ハハ。 酔へ ェば ァァ 寝た くな ァる ゥ、 (と 唄 ひ 

さして、 ) 寝れば、 それから 何 だつ け？ 呍、 何 だつ け？ 

ハツ ハハ。 あしき を攘 うて 救け たまへ だ。 ハツ ハ ハ。』 

また 

と、 再 グラリ とする。 



うそ つき 

狐！ 噓吐 者！ 天理 坊主！ よく 聴け、 コ レア、 俺 

ァ 赤痢に 取 付かれた ぞ。 畜生 奴！ 噓吐 者！ 畜生 

奴！ ゥン •：•： 』 

ド タリと お 由が 倒った 音。 

寝床の 中の 松太郎 は、 手足 を 動かす こと を 忘れで も 

した 様に、 ビク とも 動かぬ。 あらゆる 手 頼の 綱が 一 度 

に 切れて 了った 様で、 暗い 暗い、 深い 深い、 底の 知れ 

ぬ 穴の 中へ、 独 ぼつち の 魂が F 塊の 如く 落ちて ゆく、 

落ちて ゆく。 そして、 堅く 瞑った 両眼から は、 涙が 滝 

の 如く 溢れた。 滝の 如くと は這麼 時に 形容す る 言葉 だ 

らう。 抑 へても 溢れる。 抑へ ようと もせぬ。 嚙 りつい 



た 布団の 裏 も、 枕 も、 濡れる、 濡れる、 濡れる。 
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